
職員紹介報奨金制度規程 

第１条 (目的) 

 職員紹介報奨金制度は従業員の採用改善と定着を通じ、やわら木苑の経営改善を目的とし、第２条に定め

る対象者について報奨を行うものである。 

 

第２条 (対象者) 

 職員紹介報奨金制度の対象者(紹介者)は、本採用後の全ての職員とする。 

 

第３条 (被紹介者) 

 被紹介者は、紹介者からみてやわら木苑の経営理念や方針、風土に合致し、必要と思われる人材とする。

なお、紹介者は採用の可否に関わらず、被紹介者との将来にわたっての関係を熟慮し、紹介するものとす

る。 

 

第４条 (報奨金額と支給時期) 

 報奨金は、採用活動に関わるものとして以下の金額及び支給時期とする。支給にあたって紹介者は、別途

作成する職員紹介報奨金申請書を事前に総務課長宛に提出するものとする。 

① 被紹介者の本採用時          10,000 円 

② 被紹介者の本採用後一年経過時     50,000 円 

 

第５条 (紹介手続および条件) 

 紹介手続および条件は、以下の各号の順とする。 

① 被紹介者のいる職員は、履歴書及び職務経歴書を持参し、直属上長に推奨する。 

② 直属上長及び運営委員及び管理委員は書類選考のうえ、必要があると認めた場合には、紹介者及び被紹

介者を含め、懇談の機会をもつものとする。 

③ 直属上長及び運営委員及び管理委員は、正式な面接に移行するか検討し、移行する場合には管理委員会

へ提案する。移行しない場合には、直属上長もしくは紹介者から被紹介者へ連絡をするものとする。 

④ 直属上長及び運営委員及び管理委員より提案のあった被紹介者に対し、正式な面談や試験など通常と同

様に実施し、理事長が最終的な採用の可否を判断するものとする。 

⑤ 被紹介者が正式採用された場合には、紹介者は、第 4 条に基づき報奨金の申請をするものとする。 

 

第６条 (被紹介者募集期間) 

 被紹介者の募集は原則としていつでも受け付け、制限を設けないものとする。ただし、採用に至るか否か

は、書類審査及び面談、試験などを通じ判断されるものとする。 

 

付 則 

その他本規程に定めのない事項が発生した際には、管理委員会で検討を行うものとする。 

この規程は 2019 年 1 月 1 日から施行する。 


